
市庁舎市庁舎市庁舎市庁舎整備整備整備整備に関する調査特別委員会に関する調査特別委員会に関する調査特別委員会に関する調査特別委員会((((第第第第 3333 回回回回))))    

 

日 時：平成２５年２月１８日（月） 

午前１０時～ 

場 所：鳥取市役所６階 全員協議会室 

 

 

― 日 程 ― 

  

 

１１１１    開開開開        会会会会    

 

 

 

２２２２    報告報告報告報告案件案件案件案件    

・市庁舎整備専門家委員会について    

    ・市庁舎整備に関する市民説明会について 

  

 

 

３３３３    閉閉閉閉        会会会会    

 













































委
員
長
、
委
員
長
代
理
の
選
出

平
成
25
年
1
月
31
日
に
開
催
さ

れ
た
第
1
回
の
委
員
会
に
お
い
て
、

委
員
長
に
鳥
取
大
学
の
小
野
教
授
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
長

代
理
に
、
鳥
取
環
境
大
学
の
遠
藤
准

教
授
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

専
門
的
・
客
観
的
な
立
場
か
ら
議

論
を
尽
く
す

平
成
25
年
1
月
16
日
に
公
布
さ

れ
た
「
鳥
取
市
庁
舎
整
備
専
門
家
委

員
会
条
例
」
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、

庁
舎
整
備
に
関
し
、
「
庁
舎
の
果
た

す
べ
き
役
割
及
び
機
能
」
「
庁
舎
整

備
の
基
本
的
な
方
策
及
び
効
果
」
な

ど
に
つ
い
て
、
「
専
門
的
立
場
か
ら

客
観
的
な
視
点
で
必
要
な
調
査
及
び

審
議
を
行
う
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
委
員
会
と
し

て
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た
め
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

協
議
に
お
い
て
、
平
成
25
年
6
月

に
整
備
方
針
を
決
定
す
る
の
は
、
あ

く
ま
で
も
市
で
あ
り
、
委
員
会
は
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
す
る
こ
と

な
く
、
議
論
を
尽
く
し
た
う
え
で
、

市
の
判
断
材
料
と
な
る
資
料
を
、
客

観
的
な
立
場
か
ら
提
供
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
の
活
用

平
成
24
年
5
月
20
日
に
実
施
し
た

住
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て
、
平
成

24
年
12
月
20
日
に
市
議
会
「
鳥
取
市

庁
舎
耐
震
改
修
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
」
が
最
終
報
告
を
行
い
ま

庁舎整備専門家委員会
第１回を開催しました！

小野委員長

委
員
会
の
設
置

委
員
会
の
役
割

今
後
の
進
め
方

氏名 役職 専門分野

遠藤由美子（ｴﾝﾄﾞｳ ﾕﾐｺ） 鳥取環境大学准教授（環境学部環境学科） ●委員長代理 建築、ユニバーサルデザイン

小野 達也（ｵﾉ ﾀﾂﾔ） 鳥取大学教授（地域学部地域政策学科） ●委員長 政策評価、行政評価

河毛 寛（ｶﾜｹ ﾋﾛｼ） 鳥取市三商工会連絡会会長 まちづくり、経済

河原 正彦（ｶﾜﾊﾗ ﾐﾁﾋｺ） 鳥取環境大学副理事長 行政経験者

柴原 史則（ｼﾊﾞﾊﾗ ﾌﾐﾉﾘ） 鳥取青年会議所理事長 まちづくり、経済

西村登志子（ﾆｼﾑﾗ ﾄｼｺ） 鳥取市消防団女性分団長 防災

柗見 吉晴（ﾏﾂﾐ ﾖｼﾊﾙ） 鳥取大学大学院教授（工学研究科社会基盤工学専攻） 地域防災計画

松本 正雄（ﾏﾂﾓﾄ ﾏｻｵ） 鳥取市身体障害者福祉協会会長 福祉、バリアフリー

鳥取市庁舎整備専門家委員会 委員名簿 ※50音順、敬称略、平成25年1月18日委嘱

鳥取市庁舎整備専門家委員会ニュース（第１号） 平成25年2月9日発行

【事務局】
鳥取市総務部庁舎整備局

鳥取市尚徳町116番地
TEL:0857-20-3012
FAX:0857-20-3029



て
は
、
ま
ず
、
既
に
調
査
・
検
討
さ

れ
て
い
る
４
つ
の
市
庁
舎
整
備
案

（
①
住
民
投
票
に
お
け
る
第
1
号
案
、

②
同
第
2
号
案
、
③
第
2
号
案
に
係

る(

社)

鳥
取
県
建
築
士
事
務
所
協
会

の
調
査
報
告
、
④
第
2
号
案
に
係
る

(

株)

日
本
設
計
の
調
査
報
告
）
に
つ

い
て
、
一
覧
表
に
整
理
し
て
市
に
提

出
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

た
だ
し
、
委
員
会
と
し
て
、
こ
れ

ら
４
つ
の
案
に
議
論
を
限
定
す
る
も

の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
や
市
議
会
に

届
け
ら
れ
た
市
民
の
意
見
に
つ
い
て
、

整
理
し
た
う
え
で
、
資
料
と
し
て
委

員
会
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

積
極
的
な
情
報
提
供

こ
れ
ま
で
の
市
や
市
議
会
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
委
員
の
率
直
な
意
見
と
し

て
、
「
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
、
「
市
民
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
」
、
「
客
観
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
、
と

い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
改
め
て
市
民
の
意

識
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
も
今
後
の
積
極
的
な

情
報
発
信
は
不
可
欠
な
も
の
と
し
、
概

要
版
の
各
庁
舎
（
本
庁
舎
、
第
2
庁
舎
、

駅
南
庁
舎
、
各
総
合
支
所
）
、
各
地
区

公
民
館
へ
の
配
置
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
中
継
録
画
放
送
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
に
対
す
る
意
見
に
つ

い
て
は
、
随
時
受
け
付
け
ら
れ
る
よ
う

市
に
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
市
に
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
委
員
会
に

報
告
さ
れ
ま
す
。

第
2
回
委
員
会
は
、
平
成
25
年
2
月

12
日(

火)

、
鳥
取
産
業
会
館(

本
町
三
丁

目
２
０
１)

5
階
大
会
議
室
で
、
13
時
30

分
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
。

委
員
会
は
公
開
で
行
い
、
希
望
す
る

方
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
。
市
議
会
は
、
現
在
、
市
庁
舎

整
備
の
具
体
的
な
方
向
を
示
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ

る
前
に
も
、
市
や
市
議
会
に
お
い
て
、

費
用
と
時
間
を
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
に

検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
調

査
・
検
討
の
結
果
は
有
効
に
活
用
す

べ
き
と
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
く
の
ゼ

ロ
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
の
資
料
も
生
か
し
、
専
門
的
な

見
地
か
ら
客
観
的
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
次
回
の
委
員
会
に
お
い

次
回
の
会
議

専門家委員会にご意見をお寄せください！
この概要を読まれた感想、市庁舎整備についてのご意見など、専門家

委員会にお寄せください。

【窓口】 鳥取市尚徳町116番地 鳥取市総務部庁舎整備局

TEL: 0857‐20‐3012 FAX: 0857‐20‐3029
E‐mail: choshaseibi@city.tottori.lg.jp

 委員会の内容は、録画したものを翌日14時及び翌土曜日19時にケーブルテレビ
（いなばぴょんぴょんネット）、翌日17時から市インターネット放送局でご覧いただ
けるほか、会議資料・議事録を市公式ウェブサイトに掲載します。

 【鳥取市インターネット放送局】
URL： http://www.inabapyonpyon.net.stream.jfit.co.jp/cate_list.php

第１回専門家委員会
（於：とりぎん文化会館）

第１回 鳥取市庁舎整備専門家委員会

日時： 平成25年1月31日(木)
17：00～19：00

会場： とりぎん文化会館 第2会議室

出席委員： 遠藤委員、小野委員、
河毛委員、河原委員、
西村委員、柗見委員、
松本委員

欠席委員： 柴原委員
傍聴者：12人

鳥取市インターネット放送局



 

第２回 鳥取市庁舎整備専門家委員会 
 

日時：平成２５年２月１２日（火） 

午後１時半～ 

場所：鳥取産業会館 ５階大会議室（１） 

 

 

次  第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 報告事項 

（１）これまで市や市議会に届けられた市民の意見について   ・・・資料１ 

 

 

 

 

４ 協議事項 

（１）既に調査検討されている４つの市庁舎整備案について   ・・・資料２ 

 

 

 

 

（２）今後のスケジュールについて 

 

 

 

 

 

（３）その他 

 

 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 



鳥取市庁舎整備専門家委員会委員名簿 

 

 

  
（50音順） 

氏 名 所 属・役 職 備 考 

遠藤由美子 鳥取環境大学准教授（環境学部環境学科） 委員長代理 

小野 達也 鳥取大学教授（地域学部地域政策学科） 委員長 

河毛  寛 
鳥取市三商工会連絡会会長 

鳥取県商工会連合会副会長 
  

河原 正彦 鳥取環境大学副理事長   

西村登志子 鳥取市消防団女性分団長   

柗見 吉晴 鳥取大学大学院教授（工学研究科社会基盤工学専攻）   

松本 正雄 
鳥取市身体障害者福祉協会会長 

鳥取県身体障害者福祉協会副会長 
  

 











































市庁舎整備に関する過去の比較状況 

 

○平成 22 年 6月 22 日 

 新築と耐震改修のイニシャル、ランニングコストを 65 年後までで比較 

 

○平成 22 年 11月～12月 

 建設候補地等について市民アンケートで意識調査（現在地、鳥取駅周辺） 

 

○平成 23 年 1月 

 市庁舎の建設を行うに当っての与条件の整理、比較（現在地、旧市立病院跡地、

鳥取駅北口エリア） 

 

○平成 23 年 5月 

 有識者委員会が、旧市立病院跡地と鳥取駅北口エリアを比較 

 市議会特別委員会が、上記に加え、防災の観点で、旧市立病院跡地と鳥取駅北口

エリアと現本庁舎敷地を比較 

 

○平成 24 年 3月 

 市議会が、「新築移転」と「現本庁舎の耐震改修及び一部増築」を比較（住民投票

条例の参考資料である関連情報表） 

 

○平成 24 年 4月 

 市が関連情報表に機能などを追記（鳥取市自治連合会などの要請に応えるもの。

追記は「新築移転」のみ。市議会は関連情報表以上の情報は無いとした。） 

 

 

■今後の比較検討（案） 

 既存の資料を整理して、委員会の議論を踏まえ、比較項目を追加していく。 

 

・市が市民に示した関連情報表（平成 24 年 4 月市作成）を基本に、住民投票前検証

案〔（社）鳥取県建築士事務所協会が調査〕、変更案〔（株）日本設計が調査〕を追

加し、整理した。 

・新築移転計画の情報量が最も多いが、その内容は反映せず、別紙に機能の概要を

まとめた。委員会の議論を踏まえ、比較表に追加する視点の参考とする。 

 

※現在は４つの案の比較だが、専門家委員会ではあらゆる選択肢を排除しないとし

ている。 

資料２ 



鳥取市庁舎整備に関する４つの計画案の比較表

■比較表の作成方法
・住民投票の際に全戸配布した関連情報表を元に作成
・赤字は、既存資料を参考に追記した内容

住民投票前検証案 ２号案 変更案
市が、平成23年3月25日に決定した「鳥
取市新庁舎建設に関する基本方針」を踏
まえ、鳥取市新庁舎建設基本計画を策定
するに当り、平成23年5月20日に（株）
日本設計に計画策定業務を委託（約890
万円）。
有識者による「鳥取市庁舎整備に関する
検討委員会」や市議会「鳥取市庁舎建設
に関する調査特別委員会」の議論を踏ま
え、取りまとめた、鳥取市新庁舎建設基
本計画（案）〔平成24年2月17日公表〕
に基づく内容。

市議会が、平成23年9月30日に設置した
「鳥取市庁舎整備に関する住民投票条例
検討会」（正副議長、各会派代表で構
成）において、山本浩三氏が立案した案
について調査することとし、平成24年1
月27日、市議会が調査内容を示し（社）
鳥取県建築士事務所協会に調査業務を委
託（約389万円）することを議決。
平成24年2月29日、議長に報告された調
査業務報告書に基づく内容。

市議会が、平成23年9月30日に設置した
「鳥取市庁舎整備に関する住民投票条例
検討会」（正副議長、各会派代表で構
成）において、山本浩三氏が立案（委託
契約なし）した案を会派結が提案し、同
検討会で議論。
平成24年3月22日、市議会で可決され同
日公布された鳥取市庁舎整備に関する住
民投票条例と併せて示された関連情報表
に記載の「現本庁舎の耐震改修及び一部
増築」案に基づく内容。

市議会が、平成24年5月31日に設置した
「鳥取市庁舎耐震改修等に関する調査特
別委員会」において、山本浩三氏を2回
参考人招致するなど2号案を調査。さら
なる検証が必要と判断し、平成24年9月7
日、市議会が調査内容を示し（株）日本
設計に調査業務を委託（約656万円）す
ることを議決。
調査を進める中で、2号案の条件では実
現困難な課題があることが示され、同特
別委員会において2号案の条件を一部変
更。
平成24年11月9日、議長に報告された調
査業務報告書に基づく内容。

概要

・旧市立病院跡地に、地上６階建ての新
庁舎を建設する。
・新庁舎は、耐震安全性の高いユニバー
サルデザインに配慮した構造とする。
・敷地内に平面駐車場と広場を設ける。

・現本庁舎の６階建て部分は、耐震改修
を行うとともに、建物本体については現
状維持を基本とするが、設備(空調・給
排水等)について一部改修を施す。２階
建て部分は取り壊す。
・敷地内に地上５階建ての新第２庁舎を
増築する。
・敷地内に立体駐車場と広場を設ける。

・現本庁舎の６階建て部分は、耐震改修
を行うとともに、建物本体については現
状維持を基本とするが、設備(空調・給
排水等)について一部改修を施す。２階
建て部分は取り壊す。
・敷地内に地上５階・地下１階（駐車
場）建ての新第２庁舎を増築する。
・敷地内に半地下駐車場とその上部に広
場を設ける。

・現本庁舎の６階建て部分は、耐震改修
を行うとともに、建物本体については現
状維持を基本とするが、設備(空調・給
排水等)について一部改修を施す。２階
建て部分は取り壊す。
・敷地内に地上５階・地下１階（駐車
場）建ての新第２庁舎を増築する。
・敷地内に半地下駐車場とその上部に広
場を設ける。

位置
鳥取市幸町７１他（旧市立病院跡地） 鳥取市尚徳町116番地（現本庁敷地） 鳥取市尚徳町116番地（現本庁敷地） 鳥取市尚徳町116番地（現本庁敷地）

敷地の広さ
約13,877㎡（整形） 約7,969㎡（整形） 約7,969㎡（整形） 約7,969㎡（整形）

延床面積

新庁舎：約23,500㎡ 改修後の本庁舎：約5,900㎡、
新第２庁舎：約3,673㎡
立体駐車場：約3,993㎡

改修後の本庁舎：約5,900㎡、
新第２庁舎：約4,380㎡
（地上：約3,650㎡・地下：約730㎡）

改修後の本庁舎：約5,850㎡、
新第２庁舎：約4,430㎡
（地上：約3,700㎡・地下：約730㎡）

工期

約１年半 約３年
（仮庁舎を確保した場合　約２年）

約２年 約２年半
（本庁舎と新第２庁舎の工事の重なりを
無くした場合　約３年）

立
地

交通アクセ
ス

【本庁舎・第2庁舎】
国道５３号線、県道に隣接し、車
での利便性が高く、鳥取駅から北
に約１．１ｋｍであり、バス停
（くる梨ほか）が整備されてい
る。
【駅南庁舎】
県道に隣接し、車での利便性が高
い。
鳥取駅から南に約２５０ｍ（徒
歩：約４分）。
【他の庁舎】
省略（位置は鳥取市新庁舎建設基
本計画（案）P27参照）

合併して広くなった鳥取市全体の中核的
な位置であり、交通の結節点に位置して
いる。
国道５３号線、鳥取環状線に隣接し、車
での利便性が非常に高い。
鳥取駅から西に約３００ｍ（徒歩：約5
分）であり、敷地内にバス停を整備予
定。

現状どおり。 現状どおり。 現状どおり。

現本庁舎の耐震改修及び一部増築
現状 新築移転

基
本
情
報

計画案の説明
（前提）



住民投票前検証案 ２号案 変更案
現本庁舎の耐震改修及び一部増築

現状 新築移転

建物計画

鳥取市新庁舎建設基本計画（案）
P2に記載の現状と課題
・老朽化
・本庁機能の分散化
・バリアフリー化への対応の不備
・環境配慮への対応の不備
・狭あいで自由度の低い空間
・駐車場の不足

建築面積（１フロアの面積）：約4,000
㎡
建築面積が広く、１・２階に窓口や市民
交流スペースなど多様な機能を整備す
る。
高齢者や障がいのある人などの利用に配
慮し、バリアフリー化を徹底する。
環境への配慮やランニングコスト削減の
ため、省エネルギーへ対応する。

その他の機能は、新庁舎建設基本計画
（案）を参照

バリアフリー化は含まない。 本庁舎及び現第２庁舎ともに廊下や車椅
子トイレ、階段等のバリアフリー対応が
十分でないため当該部分の面積も割り増
す必要がある。
環境性能を包括的にあらわす指標
（PAL、CASBEE 等）により、目標性能を
設定する必要がある。

本庁体制

７庁舎（本庁舎、第２庁舎、駅南
庁舎、下水道庁舎、福祉文化会
館、文化センター、さざんか会
館）

３庁舎（新庁舎、駅南庁舎、下水道庁
舎）
市民の利便性向上のため、新庁舎には、
現本庁舎、第２庁舎、駅南庁舎（1階窓
口部分）、福祉文化会館、文化センター
の市役所機能を統合する。
さざんか会館の保健センターを駅南庁舎
の１階に移転し、駐車場不足や待合環境
の改善を含め健康・子育て機能を整備す
る。

７庁舎（本庁舎、新第２庁舎、駅南庁
舎、下水道庁舎、福祉文化会館、文化セ
ンター、さざんか会館）

７庁舎（本庁舎、新第２庁舎、駅南庁
舎、下水道庁舎、福祉文化会館、文化セ
ンター、さざんか会館）

７庁舎（本庁舎、新第２庁舎、駅南庁
舎、下水道庁舎、福祉文化会館、文化セ
ンター、さざんか会館）

庁舎面積

本庁舎：約6,800㎡
第2庁舎：約2,252㎡

駅南庁舎：約3,200㎡
福祉文化会館：約576㎡
文化センター：約130㎡
さざんか会館：約578㎡
下水道庁舎：約3,104㎡
※本庁舎・第2庁舎以外は、面積に
含まれていない共用部分（廊下、
トイレ、倉庫など）もある。

参考：
全体の執務スペース　6587.4㎡
※オフィス環境等調査報告より

新庁舎：約23,500㎡

駅南庁舎：約3,200㎡

下水道庁舎：約3,104㎡

改修後の本庁舎：約5,900㎡、
新第２庁舎：約3,673㎡

駅南庁舎：約3,200㎡
福祉文化会館：約576㎡
文化センター：約130㎡
さざんか会館：約578㎡
下水道庁舎：約3,104㎡

改修後の本庁舎：約5,900㎡、
新第２庁舎：約4,380㎡
（地上：約3,650㎡・地下：約730㎡）
駅南庁舎：約3,200㎡
福祉文化会館：約576㎡
文化センター：約130㎡
さざんか会館：約578㎡
下水道庁舎：約3,104㎡

改修後の本庁舎：約5,850㎡、
新第２庁舎：約4,430㎡
（地上：約3,700㎡・地下：約730㎡）
駅南庁舎：約3,200㎡
福祉文化会館：約576㎡
文化センター：約130㎡
さざんか会館：約578㎡
下水道庁舎：約3,104㎡

駐車場

屋外平面駐車場：200台 立体駐車場：158台 半地下・屋外平面駐車場：150台 半地下・屋外平面駐車場：117台

工事中の庁
舎利用

居ながら工事できる。
（別敷地のため）

居ながら工事できない。
駐車台数が減少する。（もっとも少ない
期間は41台）

市
民
サ
ー

ビ
ス



住民投票前検証案 ２号案 変更案
現本庁舎の耐震改修及び一部増築

現状 新築移転

耐震工法

設計段階で決定 現本庁舎、新第２庁舎とも免震工法 現本庁舎は免震工法、新第２庁舎は設計
段階で決定

現本庁舎、新第２庁舎とも免震工法

拠点性

本庁舎、第２庁舎「大規模な地震
が発生した場合、倒壊、又は崩壊
する危険性が高い」

敷地が広く、建物以外の部分が多く確保
でき、救援物資や車両、ボランティアの
受け入れなど多用途に利用できるため、
災害対策本部の機能が充実する。
幹線道路（国道、環状線）に隣接してい
るため、緊急時に市内各地と連携しやす
く、鉄道を利用した輸送も対応しやすく
なる。

防災機能の詳細は、新庁舎建設基本計画
（案）を参照

構造体：Ⅰ類、建築非構造部材：Ａ類、
建築設備：甲類

建設費概算

約74.8億円
（設計・監理費約2.7億円含む）

約37.4億円
（設計・監理費は含まない）

約20.8億円
（設計・監理費約0.8億円含む）

約33.2億円
（設計・監理費約2.2億円含む）

建設費概算
算出根拠

新庁舎建設費
（地上6階、免震構造）
　約72.1億円（30.7万円×23,500㎡）
※単価は、近年の同規模類似例の面積あた
りの建設実績単価（免震構造、外構整備費
含む）の平均値（5都市分）を採用

設計・監理費
　約2.7億円（国交省基準に準拠）

現本庁舎改修費
（基礎免震）
　約18億円
新第2庁舎
（地上5階、免震構造）
　約13億円
立体駐車場
　約5億円
外構ほか
　約1.4億円

※算定は国交省基準に準拠

現本庁舎改修費
（柱頭免震改修）
　約8.46億円
新第2庁舎
（地上5階地下1階、免震構造）
　約8.76億円（24万円×3,650㎡）
半地下駐車場・ふれあい広場
　約2.75億円

設計・監理費
　約0.8億円（上記の合計×4%）

現本庁舎改修費
（基礎免震）
　約11.8億円
新第2庁舎
（地上5階地下1階、免震）
　約15.7億円
半地下駐車場・ふれあい広場
　約3.3億円
外構
　約0.2億円

設計・監理費
　約2.2億円

※算定は国交省基準に準拠

財源

合併特例債:約69.8億円、国庫補助金:約
0.7億円、基金:約4.3億円

合併特例債：約33.5億円、国庫補助金：
約2.1億円、基金：約1.8億円

合併特例債：約17.6億円、国庫補助金：
約2.1億円、基金：約1.1億円

合併特例債：約29.1億円、国庫補助金：
約2.1億円、基金：約2.0億円

合併特例債
の市の実質
返済額

20年間で約24.6億円（１年あたり約1.2
億円）

20年間で約11.8億円（１年あたり約0.6
億円）

20年間で約6.2億円（１年あたり約0.3億
円）

20年間で約10.3億円（１年あたり約0.5
億円）

庁舎の寿命

おおむね１００年を目標

地域経済効
果

地元参入しやすく、全面的に地元発注
（幅広い分野に経済効果）

現本庁舎周辺地域の活性化、跡地活用

■将来人口、想定職員数
鳥取市新庁舎建設基本計画（案）P25参照

■財政について
合併特例債 活用期限は平成32年3月末（対象事業費の95%に活用でき、返済額の7割が国から交付税措置される）
財政の健全性 財政健全化判断比率について、早期健全化基準を下回り健全性が高い
整備関連基金 公共施設等整備基金(約26.7億円）、地域振興基金（約40億円）　※平成24年度末見込み（平成24年12月補正時点）

まちづくり

災
害
対
策
拠
点

経
済
性



鳥取市新庁舎建設基本計画（案）に記載の新庁舎の機能〔概要〕
分類 考え方 具体の機能 メモ欄

窓口機能

市民が最も利用する窓口空間は、市民の満足度向上のため、高いレベルのワンス
トップサービスの実現を図るなど、便利で分かりやすいことを第一に計画しま
す。

○利便性の高い窓口
○プライバシーに配慮した相談室
○親切・丁寧な案内サービス
○利便施設によるサービス性の向上

執務機能
機能的で効率的な行政運営を実現する、働きやすく、フレキシビリティ※2の高
い執務空間とします。

○機能的で効率的な執務空間
○様々な要望に対応できる会議室・打合せスペース

市民機能

協働のまちづくりを促し、多様な交流を育むために、市民機能を充実させます。 ○様々な活動に対応する市民スペース（多目的スペース）
○誰もが利用しやすい協働・交流スペース
○地産地消を促進するレストラン
○行政情報等の積極的な提供

議会機能

市民に開かれ、議会機能が十分発揮される議会関連諸室の計画とします。 ○議会活動を活性化する議場
○市政参加を促す傍聴席
○議論を促す委員会室
○議会運営を補助するその他諸室

職員関連機能
職員の健康増進及び円滑な職務遂行のため、職員関連諸室の充実を図ります。 ○働きやすい職場環境の提供

倉庫機能

倉庫機能では、省スペース、書類の重要度に応じた管理保管、計画的な収納ス
ペースの配置等について検討します。

○省スペースの実現
○重要書類・情報の安全な管理・保管
○計画的な収納スペースの配置

出先機関との連携機能

各総合支所、各地区公民館など各拠点施設と本庁舎が連携し、一体となった市政
運営が実現できる機能を計画します。

○各総合支所との連携
○各地区公民館との連携
○その他施設との連携

外部空間・駐車場等

外部空間においては、市民の「安全・安心」「快適性」「憩い」「にぎわいの創
出」「バリアフリー」「環境への配慮」などを十分に考慮し、市民にとって使い
やすく、訪れやすい庁舎となるよう整備していきます。また、誰もがアクセスし
やすく、安全で便利な駐車場・駐輪場を実現します。

○市民の憩いの場となり賑わいを生む休憩コーナー・屋外広場
○安全で便利な駐車場
○利用しやすいバイク置場・駐輪場

情報化への対応機能
現在の情報化への対応だけでなく、今後更新される情報化にも対応できる柔軟性
の高い計画とします。

○情報化の更新に対応できる備え

防災機能

東日本大震災の教訓を生かし、耐震安全性能を国基準の最高レベルとし、地震・
水害・津波などの災害発生時に、災害対策本部として十分な機能を発揮する市庁
舎を目指します。

○災害に強い構造
○信頼性の高い設備
○真に機能する災害対策本部

ユニバーサルデザイン

誰もが来やすく、使いやすく、親しみを持てる市庁舎とするために、ユニバーサ
ルデザインを徹底します。

○誰もが来やすい庁舎
○誰もが使いやすい庁舎
○わかりやすいサイン・案内

環境との共生

快適・環境都市鳥取にふさわしい、環境との共生が図れる庁舎を目指します。 ○自然エネルギーの活用
○エネルギーの有効利用
○エネルギー負荷の低減
○資源の有効利用

庁舎維持・セキュリ
ティ機能

長寿命を図り、永きにわたって市民が使いやすい庁舎とします。また、人・物の
セキュリティ管理、情報管理に配慮した、安心な庁舎とします。

○長寿命なスケルトン（構造躯体）
○更新の容易なインフィル（間仕切り、設備機器等）
○容易な維持管理
○安全・安心のセキュリティ

地域の発展への貢献

まちなかに来る人、働く人、住む人が増え、鳥取の玄関口に賑わいが生まれる庁
舎を目指します。

○鳥取市の情報発信の場・ＰＲスペース
○周辺環境と調和する新庁舎
○鳥取市をイメージした庁舎



第２回鳥取市庁舎整備専門家委員会の概要 

                       平成 25 年 2 月 12 日（火）開催 

 

（１）これまで市や市議会に届けられた市民の意見について 

 平成 24 年 11 月 16 日に市長が記者会見で意見募集をした以降に、市及び市議会に市

民から寄せられた意見（延べ 39 件）を分類整理し、要点をまとめた資料を市から報告

を受けた。 

 委員会では、これからも委員会開催ごとに市民、市民団体等から寄せられた意見を、

一定の分類をして報告することにした。 

 

（２）既に調査検討されている 4つの市庁舎整備案について 

 第 1 回の委員会で提出を求められた、すでに調査・検討されている 4つの市庁舎整備

案について、市が作成した比較表（住民投票時に投票広報で配布した関連情報表をもと

に作成したもの）をもとに整理を行った。 

 4 つの市庁舎整備案は、 

①１号案「新築移転」 

②住民投票前検証案（山本氏が立案した案を、市議会が（社）鳥取県建築士事務所協

会に調査業務を委託し、報告された報告書に基づく内容） 

③２号案「現本庁舎の耐震改修及び一部増築案」 

④変更案（２号案を市議会が（株）日本設計に調査業務を委託し、２号案が実現困難

なため条件を一部変更して作られた案で、報告された報告書に基づく内容） 

 

 委員から、庁舎の用途別スペースの面積、工事費の根拠、別途加算が想定される経費、

バリアフリー対応についての考え方、駐車台数とその根拠、市民サービスの考え方、庁

舎の耐用年数、他都市の事例など、比較検討する視点について意見が出され、次回の委

員会で比較表に追記したり、資料としての提出を市に求めた。 

 

（３）今後のスケジュールについて 

 委員会としては、平成 25 年 6 月に市が整備方針を決定するための判断材料を提供す

る、ということを確認している。 

当面のスケジュールとしては、まず、市より提出された比較表の精査を確実に進めて

いくこととした。 

 

（４）その他 

 柴原史則委員から、スケジュール調整が難しいことから、今後委員会への出席が困難

ということで、辞任届が提出された。今後、他の方に途中から参加いただくことは難し

いと判断し、７人の委員で審議をお願いしたいと市から報告があった。 


